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1 はじめ 
 
1.1 研究の背景 
 
 マグロは数ある魚類の中で、日本人にとっては特別な存在である。世界で生産されるマグロの
4 分の 1 は日本人に消費されている。日本は世界最大のマグロ消費国である。 
取引に関しては、中央卸売市場のデータによると、マグロの取扱金額の変動は他の魚類と違い、
かなり変動している。数字で見ると、東京都中央卸売市場の卸売価格の例を挙げ、2006 年データ
によると、生鮮マグロが 1936 円/kg～3544 円/kg の間で、冷凍マグロが 2628 円/kg～3282 円/kg の
間で変動していて、変動幅がそれぞれ 1608 円/kg と 654 円/kg である。これに対して、マグロの取
扱業者がマグロ輸送・加工にかかる流通コストについては、生鮮マグロと冷凍マグロそれぞれ 400
円/kg と 130 円/kg ぐらいで、卸売価格の 25％と 10％ぐらい占めしている。マグロの流通コストと
比べると、マグロ卸売価格の変動幅のほうが圧倒的に大きいことが分かる。 
企業にとっては、利益を上げるには、コストを下げる、もしくは収益を上げるという 2 つの方
法がある。収益が一定であれば、経費を削減して、利益がたくさん得られるが、マグロの場合は、
コストがそれほど大きい数字ではなく、販売価格の変動がかなり大きいことで、いかに卸売価格
の高い時期により多くの量を販売したほうが、収益の向上により効果的だと思われる。しかし、
価格の高い時に売れないと、収益がかなり減るリスクがある。したがって、マグロのこのような
特徴を利用し、マグロの卸売業者の立場から、利益を高めるには、経費を下げるのではなく、い
かに高く販売できるための出荷方法を検討する必要がある。 
そして、正確な出荷方法を検討するにあたって、マグロの流通ルート、流通段階の取引などの
マグロ流通実態を明確することが重要となっている。 
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1.2 目的 
 本研究では、マグロの流通実態を明確し、その特徴を掴み、マグロ卸売業者の立場から、より
多くの利益を得られるための出荷方法を検討することを目的とする。 
具体的には、マグロを取り扱っている水産会社を調査し、マグロ流通ルート、流通コストを明
確する。また、全国 10 都市中央卸売市場が取扱されたマグロのデータを分散分析、ポートフォリ
オ分析し、マグロ卸売業者の出荷方法を検討する。 
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2 マグロ流通実態 
 
2.1マグロ資源管理 
 
2.1.1マグロ資源管理の国際機関 
 
マグロについては、世界の海域ごとに、マグロの資源管理を目的として、5 つの国際管理機関
を設けられ、規定やルールを作り、資源管理を行っている。これらの規定は 各海域のマグロ資源
を調査し、科学的な評価を行ない、それぞれ担当する海域ごとに各国が獲ってよいマグロの量や
大きさ、漁期などを魚種ごとに定めている。さらに、マグロを獲ってよい漁船や、操業すること
が許された蓄養場を登録し、登録されていない漁船や蓄養場、ルールを守らない漁船や国からの
輸入を制限するため、勧告も行なっている。 
 表 2.1 と図 2.1 は五つの国際管理機関を表している。それぞれ担当する海域が決められている。 
     表 2.1 マグロ国際管理機関 
 
   資料：WWF ジャパン http://www.wwf.or.jp/activities/2009/01/772130.html 
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     図 2.1 各国際機関の管理海域 
資料： WWF ジャパン http://www.wwf.or.jp/activities/2009/01/772130.html 
 
 マグロの消費大国な日本はこのすべての国際管理機関に加盟している。これらの国際管理機関
はそれぞれ毎年会合を開き、漁獲量やルールが守られているかどうかを議論する。 
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2.1.2マグロの漁船数 
 
  日本のマグロ漁船は動力船のみであり、1966 年に 2862 隻であり、ピークを迎え、その後、
減り続け、現在(2009 年)にはピーク時期の約 1/3 の 1000 隻となった。また、1975 年までに木船が
主役であり、その年に FRP 製漁船が現れた、そのきっかけで、木船が減尐し、2004 年に完全にな
くなり、FRP 製漁船がメインとなった。(図 2.2)  
 
     図 2.2 マグロ漁船の隻数 
   資料：農林水産省図書館ホームページ漁船統計表総合報告を基に作成 
 
 トン数別でみてみる。 
 5t 未満のマグロ漁船については、1975 年までに、木船しかなかった。同じ年に、FRP 製漁船が
現れてから、木船は徐々に尐なくなり、1987 年に完全になくなった。FRP 製漁船は当初の 23 隻
から、徐々に増加し、2009 年に 40 隻に維持している。鋼船はほとんどなかった。(図 2.3) 
 
     図 2.3 5t 未満マグロ漁船の隻数 
   資料：農林水産省図書館ホームページ漁船統計表総合報告を基に作成 
 
 5t 以上のマグロ漁船については、1970 年までには、木船がメインとなっていたが、その後、鋼
6 
 
船がメインとなった。1976 年には、FRP 製漁船が現れ、2004 年に木船がなくなり、鋼船も減尐し
つつである。1999 年から、FRP 製漁船がメインとなってきた。(図 2.4) 
 
     図 2.4 5t 以上マグロ漁船の隻数 
   資料：農林水産省図書館ホームページ漁船統計表総合報告を基に作成 
 
 漁船減尐の原因は資源状況の悪化による漁獲量の減尐及び魚価安に伴う水揚げ金額の減尐の一
方、燃料油・資材価格の高騰などにより経営コストが増加しているので、漁業従業者も減尐して
いるからである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
2.2マグロの供給・需要量 
 
2.2.1マグロの漁獲量 
 
2.2.1.1 世界におけるマグロの漁獲量 
 
世界の漁獲量を見てみると、クロマグロとキハダマグロの漁獲量は安定しており、3,4 万トンぐ
らいで、他のマグロと比較すると、非常に尐ないことがわかった。ビンナガマグロは 1950 年代の
10 万トンから徐々に増加し、2000 年に 20 万トンぐらいまでに伸びってきた。メバチマグロは 1950
年代に 1 万トンしかなかったが、2000 年までに 43 万トンぐらいに増加した。キハダマグロは 1950
年に 10 万トンぐらいあったが、条々に増加し、1970 年代から急上昇している。2000 年に 100 万
トンを超え、圧倒的に多いことが分かった。(図 2.5) 
 
    図 2.5 世界マグロの漁獲量 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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2.2.1.2 日本におけるマグロの漁獲量 
 
 次に、日本の漁獲量について、クロマグロとミナミマグロの漁獲量は比較的に尐なく、それぞ
れ 7 万 t と 5 万 t クぐらいで、60 年代にピークを迎えた後、徐々に減っており、80 年代に 2 万 t
未満までに急減尐してきた。特に、ミナミマグロは 2 千 t ぐらいまでに落ってきた。キハダマグ
ロとメバチマグロは比較的に漁獲量が多い。それらの流れはほぼ同じで、60年代前後に急上昇し、
その後、急減尐し、70 年代前半から、再び上昇し、80 年代から現在までにまた減り続けてきた。
ビンナガマグロは 60 年代後半にピークを迎え、その後増えたり、減ったりかなり変動していたが、
90 年代初期ぐらいに谷底に落ち、それから再び増えていたが、その後、また減ってきた傾向が見
られた。その他のマグロの漁獲量は大体 2 万トン前後で変動しているが、90 年代後半から減り続
き、1 千 t ぐらいになった。(図 2.6) 
 
     図 2.6 日本のマグロ漁獲量 
  資料：農林水産省 漁業・養殖業生産統計年報を基に作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
2.2.1.3 世界マグロ漁獲量における日本漁獲量の割合 
 
 図 2.7 と図 2.8 は、それぞれ世界マグロ漁獲量における日本漁獲量の割合、世界のマグロ漁獲国
数推移を表している。 各種マグロの割合の変動は異なるが、全体的に減尐していく傾向が分か
る。原因の一つとしては、図 2.8 のように、年々マグロを漁獲する国が増えっているからではな
いかと考えられる。 
 
図 2.7 世界マグロ漁獲量における日本漁獲量の割合 
  資料：マグロ統計データベース 農林水産省 漁業・養殖業生産統計年報を基に作成 
    
 
     図 2.8 世界のマグロ漁獲国数推移 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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2.2.2日本におけるマグロの輸入・輸出量 
 
  マグロの輸入量については、2001 年までに、15 万 t 前後に維持していたが、2002 年から一気
に 32 万 t になった。原因としては、2001 年までには、メバチマグロ、クロマグロとミナミマグロ
の輸入量のデータがなかったからである。輸出量については、2～6 万 t の間で変動している。冷
凍マグロについても、2001 年までには、メバチマグロ、クロマグロとミナミマグロの輸入量のデ
ータがなかったが、大きな変動はなかった。(図 2.9) 
 
     図 2.9 日本マグロ輸入・輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
次に、種類別で見てみよう。  
輸入量については、びんながマグロが一番尐なく、2000 年までには 2 千 t 前後で、安定してお
り、2000 年からは徐々に増加し、2008 年に 8000t を超えた。クロマグロとミナミマグロは 8 千万
t～1.5 万 t の間で変動している。メバチマグロは 2002 年から急減尐している。同じく、キハダマ
グロは 2006 年から急減尐している。 
 輸出量については、輸入量と比べ、変動が穏やかである。クロマグロの輸出はほとんどない。
一番多く輸出しているのは、びんながマグロである。(図 2.10、図 2.11)  
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     図 2.10 マグロ種類別輸入総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
     図 2.11 マグロ種類別輸出総量 
資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
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2.2.2.1 生鮮マグロの輸入量について(魚種別国別割合) 
 
次に、生鮮・冷凍マグロを分けて、輸入・輸出量を見てみよう。 
まずは、生鮮マグロをみよう。1988 年統計の 30 万 t から 1995 年の 70 万 t ぐらいまでに急上昇し
ており、その後徐々に減っていき、2001 年に何かの原因で一気に 37 万 t ぐらいに落ち、その翌年
すぐに戻り、2008 年までに減り続いている。(図 2.12) 
 
     図 2.12 日本の生鮮マグロ年間輸入総量 
  資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 次に、マグロの種類別で見てみる。 
 キハダの輸入量が全体的に多い。その一方、びんながマグロの輸入量が一番低い。その他の
マグロの輸入量もやや多く、その原因は日本国内の漁獲量が尐ないからではないかと考えられる。
次に多いのはメバチである。なぜなら、市場にキハダとメバチの需要が多いからである。その種
類のマグロの輸入量は減っている傾向が見られる。(図 2.13) 
 
     図 2.13 日本の生鮮マグロ種類別輸入量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
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生鮮マグロ輸入国については、びんながマグロはフィジーが大半を占めている。キハダマグロ
はインドネシアと台湾が大半を占めている。メバチマグロはインドネシアが 4 割以上を占めてい
る。クロマグロはメキシコとスペインが大半を占めている。ミナミマグロはオーストラリアが 9
割を占めている。(表 2.2) 
    表 2.2 生鮮マグロ魚種別輸入国順位 
 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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2.2.2.2 冷凍マグロの輸入量について(魚種別国別割合) 
 
 日本における冷凍マグロ年間輸入総量については、2002 年の輸入量は一気に増えた。その原因
は、それまでのキハダマグロ、クロマグロとミナミマグロの統計データがないからである。(図 2.14) 
 
図 2.14 日本の冷凍マグロ種類別輸入量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 冷凍マグロ種類別の輸入量については、キハダマグロとメバチマグロは 10 万 t 前後に対して、
にびんながマグロ、クロマグロとミナミマグロは 1 万 t 未満で、非常に尐ない。メバチマグロは
急減尐しているのが分かった。(図 2.15) 
 
図 2.15 日本の冷凍マグロ種類別輸入量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 冷凍マグロ輸入国については、びんながマグロは上位 3 カ国が 7 割近くを占めている。キハダ
15 
 
マグロは台湾と韓国が 7 割を弱占めている。キハダマグロは台湾のみで 6 割を占めている。クロ
マグロはクロアチアが 5 割ぐらいを占めている。ミナミマグロはオーストラリアが 8 割を占めて
いる。(表 2.3) 
表 2.3 冷凍マグロ魚種別輸入国順位 
 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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2.2.2.3 生鮮マグロの輸出量について(魚種別国別割合) 
 
 生鮮マグロの輸出総量については、1990 年に 1.5 万 t があり、ピークに迎えた後、徐々に減尐
している。2008 年に 3500t までに落ちてきた。漁獲量が減尐しているのが大きいな要因と考えら
れる。(図 2.16) 
 
図 2.16 日本の生鮮マグロ年間輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 日本の生鮮マグロ種類別輸出量については、生鮮キハダマグロの輸出量は一番多く、3 千 t 前後
で変動している。その次はキハダマグロである。2 千 t 前後で変動している。びんながマグロ、ク
ロマグロとミナミマグロは 100t 未満で非常に尐ない。(図 2.17) 
 
図 2.17 日本の生鮮マグロ種類別輸出量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
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 生鮮マグロ輸出国については、ビンナガマグロは米領サモアが約半分を占めている。キハダマ
グロはグアムが 8 割ぐらいを占めている。メバチマグロはグアムがほとんどを占めている。クロ
マグロはアメリカ半分以上を占めており、アメリカ、中国と香港 3 つの地域が 9 割を占めている。
ミナミマグロはシンガポールと香港はほぼ半分ずつである。(表 3.4) 
表 2.4 生鮮マグロ魚種別輸出国順位 
 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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3.2.2.4 冷凍マグロの輸出量について(魚種別国別割合) 
 
 冷凍マグロの輸出総量については、1.2 万 t～5 万 t の間で激しく変動している。(図 2.18) 
 
図 2.18 日本の冷凍マグロ年間輸出総量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 日本の冷凍マグロ種類別輸出量については、冷凍びんながマグロの輸出量は一番多いが、一番
変動が激しい。次に、キハダマグロとメバチマグロはそれぞれ 5 千 t ぐらいと 4 千ｔぐらいで変
動している。クロマグロとミナミマグロは非常に尐ない。(図 2.19) 
 
図 2.19 日本の冷凍マグロ種類別輸出量 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
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 冷凍マグロ輸出国については、ビンナガマグロはタイが約半分を占めている。キハダマグロは
タイが 7 割を占めている。メバチマグロはタイが 8 割以上を占めている。クロマグロは韓国が 7
割弱を占めている。ミナミマグロは韓国が 7 割弱を閉めており、韓国と中国の 2 つの国でほとん
ど全部を占めている。(表 2.5) 
表 2.5 冷凍マグロ魚種別輸出国順位 
 
   資料：マグロ統計データベースを基に作成 
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2.2.3 マグロ国内漁獲量と海外輸入量の割合 
 
 日本における国内マグロ漁獲量の割合については、2001 年までには国内漁獲量は全体の 7 割を
閉めており、ほぼ安定している。2002 年から、その割合は 45％ぐらいに落ちてきており、2007
年に再び 60％弱までに伸びってきた。(図 2.20) 
 
     図 2.20 日本における国内マグロ漁獲量の割合 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 図 2.21 は日本における国内マグロ魚種別漁獲量の割合を占めしている。(2001 年までには、メ
バチマグロ、クロマグロとミナミマグロの輸入データがないため、割合は表示されていない。) 
 
     図 2.21 日本における国内マグロ魚種別漁獲量の割合 
   資料：財務省貿易統計 統計品別表を基に作成 
 
 日本における国内マグロ魚種別漁獲量の割合については、びんながマグロはほとんど国内漁獲
量で供給しており、2002 年からやや落ちってきた傾向がある。その他の種類のマグロはほぼ半分
ぐらいを占めている。キハダマグロ、メバチマグロとクロマグロは増加する傾向があり、ミナミ
マグロはやや減尐していく傾向が見られる。 
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3 マグロの流通経路 
 
3.1マグロ流通経路の実態 
 
3.1.1 マグロ従来の流通経路 
 
日本従来の水産物流通は産地卸売市場・消費地卸売市場の２つの市場を経由する 6 段階流通で
あった。(図 3.1) 
 
     図 3.1 マグロ従来の流通経路 
   資料：「マグロ―その生産から消費まで―」を基に作成 
 
 生産者は漁獲したマグロを主要漁港の産地卸売市場に委託出荷し、そこで現物によるセリ・入
札によって価格決定され、産地市場の仲卸売業者に買い取られる。その後、消費地卸売市場に再
び委託出荷される。そこでも、セリ・入札によって価格決定され、消費地仲卸売業者に買い取ら
れる。次に、小売業者へ相対で販売され、消費者に定価売りされる。この時代においては産地市
場として焼津、三崎、東京が主要な地位をしめていた。東京築地中央卸売市場は我が国最大のマ
グロ類取扱市場であり、生産者が食説水揚出荷する数量も相当多く、産地市場と消費地市場の両
機能を併用した状態となっている。(7) 
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3.1.2 マグロ現状の流通経路 
 
 昭和 40 年代から、「一船買い」という取引が登場され、流通形態が大きく変わった。特に遠洋
マグロ漁業生産者の取引において一般化してきており、生産者が産地市場への委託出荷でなくな
り、国内のマグロ大口買付業者に対し、直接相対取引によって一航海ごとに漁獲したマグロを一
括して販売する形態である。遠洋マグロ漁船の 1 航海の生産額は数億円に及ぶのが通常である。
(7)
 
さらに、近年の水産物流通の現状の特徴として、市場外流通といえる。輸入品や養殖品の台頭、
冷凍加工技術の普及、そして物流機能の発展や量販店の大型化、組織化を背景として、卸売市場
経路をメインとしない、または主導力持たない市場外流通が活発となった。この形態には様々な
ものがある。生産者は加工業と直接取引するルート、直接に消費地卸売市場に出荷するルート、
また、買付業者を経由するルートなどがある。更に、マグロ仕入れルートを有する輸入業者・大
手水産会社は直接に消費地卸売市場、あるいは小売業者に出荷するルートも存在する。その他、
カタログ通販、ネット通販も現れている。マグロ流通は多チャンネル化となっている。(図 3.2)  
 
図 3.2 マグロ現在の流通経路 
   資料：筆者作成 
 図 3.2 のように、従来の単純な流通ルートより、新たなルートが増え、かなり複雑になり、多
チャンネル化になっていることがわかる。 
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3.2 マグロの市場経由流通の現状 
 
3.2.1 マグロの市場経由率 
 
前節に述べたように、卸売市場はマグロ流通上に重要なポジションである。現在、卸売市場を
経由する以外に、たくさんな新たなルートが増え、多様化になってきた中で、卸売市場に影響が
出ているのではないかと思われる。下記の二つの表は卸売市場の経由状況を表している。 
     表 3.1 生鮮マグロ水揚量の上場・非上場区分 
 
   資料：「マグロの流通と魚価形成」 
 
     表 3.2 冷凍マグロ水揚量の上場・非上場区分 
 
   資料：「マグロの流通と魚価形成」 
 
 上表からわかるが、生鮮マグロの場合はほとんど市場経由であり、非上場率には明確な変化は
ないが、冷凍マグロの場合は、市場外流通が大半を占めており、非上場率は年々減っている傾向
が見られる。 
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3.3 生鮮マグロと冷凍マグロ流通の相違 
 
 ここで、生鮮マグロと冷凍マグロの特性の違いにより、流通が尐し異なるところがある。 
 一つ目は、冷凍マグロは冷凍保存ができるので、「一船買い」という取引が存在することである。
それを担うのは買付業者や大手水産会社や輸入会社などである。これらの業者は船ごとでマグロ
を買い取って、漁船には急速な冷凍保存設備があるので、船内で捕えたマグロを冷凍した状態で
運ばれる。持ち帰られた冷凍マグロは漁港近くの市場でセリにかけられるか、築地の市場へ送ら
れてセリにかけられるかするのが一般的である。しかし、冷凍マグロは保冷倉庫にマイナス 50 度
ぐらいの低温で貯蔵できるため、卸売業者はすぐに市場に出すことなく、頃を見はからって、適
当な数量が市場のセリにかけられる。したがって、遠洋の冷凍マグロ漁船の日本への帰港は毎日
ではないが、市場には毎日のように適当な冷凍マグロが並べられて、セリにかけられるという現
象が出現している。そこには明らかに調整と価格のコントロールが行われていると考えられる。 
 二つ目は、表 3.1 と図 3.2 をみてわかるが、生鮮まぐろはほとんどが上場しているのに対して、
冷凍マグロは７割ぐらいが非上場流通されていることである。やはり、生鮮マグロは保存できな
いので、すぐに価格を決めなければいけないため、市場経由はせざるを得ないと思われる。その
一方、冷凍マグロは長期保存できるので、市場でなくても、価格形成ができる。 
 三つ目は、運送手段であるが、冷凍マグロは船で運送されるに対して、生鮮マグロは鮮度を保
つため、航空機で運送されている。 
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3.4 マグロ流通経路変化の原因 
 
 マグロの流通経路が多チャンネル化に変化したのは、水産物流通環境が大きく変わってきたか
らと見られる。その流通環境の変化とは以下の 7 点を挙げられる。 
【1】輸入水産物の増加 
第 2 章の図 2.20 のように、2002 年から、国内漁獲量の割合が 50％前後に落ち、つまり、輸入
マグロがかなり増えていることである。その原因としは、近年、国内漁獲量の減尐、円高の高進、
「バブル経済」の崩壊に伴う国内消費が高価格指向から低価格指向になってきた。輸入品は規格
や価格の安定性が評価されているからと考えられる。 
【2】生鮮品中心から冷凍品・加工品形態の流通へ 
女性の社会進出、父親の遅い帰宅、子供の塾通いの増加など、人々の生活が変化するに伴い、
家族における食生活は、家で調理して食べるから、半製食品・調理済食品を食べるへ変化してき
た。この変化が増加していることで、加工品の流通が増加している。 
【3】委託・セリ入札取引から買付・相対取引へ 
 表 3.3 と表 3.4 は水産物中央卸売市場の取引形態を表している。 
マグロの実態を表す資料が見つからなかったので、ここ水産物全体のデータを挙げているが、
セリ・入札、委託集荷の割合が年々減っていることが分かった。 
     表 3.3 中央卸売市場の取引形態（セリ・入札割合） 
 
   資料：農林水産省 平成 20 年水産白書を基に作成 
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表 3.4 中央卸売市場の取引形態（委託集荷割合） 
 
   資料：農林水産省 平成 20 年水産白書を基に作成 
 
原因としては、増加してきた冷凍品・加工品、養殖物・活魚、輸入品等は規格が揃っており、
貯蔵性があり、需要を見計らいながら、供給量を調整することができるため、卸売市場でのセリ
や入札で迅速に値付け取引する必要がなくなってきたからと考えられる。また、市場外で商社や
大手水産会社等と量販店が必要に応じて交渉により値付けを行っているのも原因の一つである。 
【4】得意先がスーパーや量販店への変化 
 消費者の魚介類購入先の変化については、一般小売店からスーパーマーケットに大きく移行
した。このような組織型小売業や流通産業が末端の水産市場を席巻している。全国的・広域的見
地から仕入活動を展開することとなれば、ローカルな区域を商圏とする卸売市場が対応する限界
がある。(図 3.3)  
 
図 3.3 消費者の魚介類購入先の変化 
     資料：農林水産省 平成 20 年度水産白書 
 
【5】市場外流通が増え、水産物供給者とする商社、場外問屋、大手水産などが台頭するのが一般
的となった 
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輸入水産物や養殖魚などすぐに価格形をする必要としない商品が増えているため、多角的なネ
ットワークをもつ商社、水産会社や量販店が荷主としての地位が高まってきた。それらの独自仕
入れルート・独自販売ルートによる流通を行い、これまで、卸売市場が担っていた品揃え、需給
調整、価格形成等の諸機能は全て独自で担うになってきた。 
【6】養殖マグロが急増 
 マグロ資源の減尐とマグロ資源管理の国際機関の管理による漁獲量の削減のことで、マグロ供
給量は年々減尐している。したがって、マグロ資源を確保し、需給に応えるため、養殖マグロが
急増してきた。 
【7】低価格傾向 
 経済低迷のため、家庭の魚に消費額にも影響を与えている。質よりも価格重視となってきた環
境の中、マグロの消費も低価格傾向となってきたことを言える。 
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3.5 M水産会社取扱ミナミマグロの流通経路 
 
 では、実際にマグロはどういうふうに流通されているのかを追求するため、M 水産会社をヒア
リングにより調査してきた。 
 
3.5.1 M水産会社の概要 
 
 M 水産会社は東京都にある主にマグロの畜養・輸出入・国内販売業者である。資本金が 4500
万円ぐらいの中小企業である。 
 
3.5.2  M水産会社取扱ミナミマグロの流通経路 
 
 M水産会社が取扱ミナミマグロの畜養から築地市場へ販売までの流通経路は図3.4と図 3.5で表
している。 M 水産会社はオーストラリアで畜養されたミナミマグロを国内に輸入している。冷
凍マグロの場合は、船で運ばれるため、3 週間という長い時間がかかるので、流通加工は輸送中
に行わる場合がある。 
 
   図 3.4 M 水産会社の生鮮マグロの流通経路 
   資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
 
 
   図 3.5 M 水産会社の冷凍マグロの流通経路 
   資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
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4 マグロの流通段階別価格形成 
 
4.1 マグロ流通段階別価格形成状況 
 
 次に、各流通段階での販売価格を調べたところ、産地卸売業者と小売業者は仕入金額に対して、
販売価格が割高となっている。(表 4.1) 
     表 4.1 仕入金額に対する販売金額の割合  単位：％ 
 
  資料：食品流通段階別形成調査結果概要を基に作成 
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4.2 マグロ段階別流通経費の割合 
 
 マグロ全体の段階別流通経費の割合の資料はなかったため、ここで、メバチマグロを代表とし
て挙げられる。(図 4.1)  
 
図 4.1 メバチマグロの段階別流通経費の割合 
   資料：｢遠洋まぐろ延縄漁業プロジェクト改革計画【変更】｣ 
 
 図 4.1 から分かるが、生産者である漁業者の受取金額の割合は小売価格のわずか 30％であり、
一番多く占めているのは小売業者である。原因としては、漁獲されたマグロは、通常、産地出荷
業者がエラと内蔵を取り除いた状態(GG＝Gilled and Gutted)で凍結され、小売店へ卸す前に、4 つ
割りにした魚体を更に切り分けた状態までの加工を行われているからである。 (12)また、小売業者
は販売するための刺身に加工するが必要となるほか、廃棄コストのカバーも取られている。した
がって、4.1 節に述べたように、産地卸売業者と小売業者の仕入金額に対する販売金額の割合が高
くなっている。 
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4.3 M水産会社取扱ミナミマグロの流通経費の詳細 
 
 では、実際ヒアリングした M 水産会社の流通経費を見てみると、M 水産会社の生鮮マグロの流
通経費生鮮・冷凍マグロの流通経費の販売価格に対しての割合はそれぞれ 17.5％と 24.94％で、そ
れほど大きな割合ではないことがわかった。 
 
   表 4.2 M 水産会社の生鮮マグロの流通経費 
 
  資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
 
   表 4.2 M 水産会社の冷凍マグロの流通経費 
 
  資料：M 水産会社へのヒアリングを基に作成 
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4.4 現状のマグロ流通における卸売企業の現状 
 
 前章で述べたように、マグロ流通環境を大きく変わり、マグロの流通形態も大きく変わってき
た。そんな中で、プラスな面がたくさんある反対、新たな問題点も出てきている。本節でその利
害を説明する。 
 
4.4.1 市場外流通のメリット 
  
【1】 安定した価格でマグロを提供できる。 
 セリではなく、相対で取引になったので、価格変動のリスクを回避できる。 
【2】 流通期間が短縮できる。 
 市場を経由しないため、直接に出荷業者と交渉でき、市場でかかる流通時間が尐なくなり、ト
ータルな流通期間が短縮できる。 
【3】 自社ネットワークができ、管理がしやすくなる。 
 一部の大手水産会社・量販店は自社関連の養殖・輸入・流通会社を持ち、充実なネットワーク
を構築され、管理しやすい。 
 
4.4.2 市場外流通のデメリット 
 
【1】 かなりの資金が必要なので、大手しかできない 
 市場外の流通の多くは膨大な取扱量となるので、資金が尐ないとできない。したがって、大手
水産会社、量販店しかできない。 
【2】 納品業者の間での競争による経営の悪循環 
 量販店は海外養殖物の仕入において欠品回避や価格の牽制を前提に納品業者 2～3 社を抱えて
いるのが一般である。(13)同じ販売先の納品業者同士は競争関係であり、受注量を確保するために、
過剰なサービスを提供せざるを得ない状況となる。 
【3】 大量規格商品を主に扱い、扱いにくいものは量販店流通から外されている。 
 第 3 章で述べたように、現在、消費者の魚介類の購入先が一般小売店からスーパーマーケット
に大きく移行した。スーパーマーケットは大量規格商品の輸入物や養殖物を主力に扱い、地域の
「尐量多品種」取扱いにくい魚は量販店流通から外されてしまう。(14) 
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4.4.3 養殖マグロの問題点 
 
市場外流通の起因の一つは養殖マグロの急増である。しかし、マグロの養殖にはいくつの問題
が存在している。 
【1】かなりの資金が必要である。 
 養殖生産は、ほとんど海外で行われている。20 ㎏前後の天然幼魚を採捕し、養殖場まで 3～6
カ月をかけて、40 ㎏までに飼育する。(15)そのため、設備の投資、原魚と餌料の購入費用が大きい。 
【2】出荷時期による収益リスク 
 お主に生鮮マグロの場合にある。 
生鮮マグロは市況によって価格の変動が大きいため、委託出荷・セリで多く取り扱われる。こ
のため、出産地からの出荷は、市況と需要とを勘案して、タイミングよく行われなければ収益損
失が発生する。 
 また、市場外の流通の場合は、契約価格による買取りである。価格は固定であるが、需要変化
への確実で迅速な対応が求められ、市場出荷と動揺に主産地出荷のタイミングが求められるため、
対応が遅れると収益損失が発生する。(15) 
【3】在庫管理(不良在庫、コスト) 
 この問題は主に冷凍マグロにある。 
 冷凍マグロは-50 度の超低温冷凍倉庫で保管ができるので、安定した計画販売ができる。その一
方、生鮮マグロより、冷凍設備の費用は発生している。在庫の管理の問題による保管費用が増加
する恐れがある。 
 
4.5.2 中小企業のあり方 
 
 マグロ流通にあたって、膨大な資金が必要となる。多チャンネル化に変わってきた中、資金が
豊富な大手水産会社・量販店は大量な取引ができ、自社ネットワークの構築ができるからこそ、
マグロ流通環境の変化に対応でき、多チャンネル化の環境で活躍できる一方、中小企業は資金が
充足ではないので、大量な取引ができないため、価格交渉、事業企画には弱い立場になる。その
格差が大きくなっていけば、悪循環となり、中小企業の生死問題になってくる。そのため、中小
企業を支援するため、マグロ流通の特徴を生かした出荷方法を検討する必要がある。具体的な検
討をするには、次のマグロ取扱量と卸売価格の分析を行う必要がある。 
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5 マグロ取扱量と卸売価格の実態 
 
今回の検討にあたって、農林水産省ホームページに公開されている 2004 年～2006 年のマグロ
全国 7 都市の中央卸売市場の取扱量及び卸売価格のデータに基づいて、分析を行った。（公開され
ている 10 都市のうち、京都・広島・福岡のデータが不十分のため、取り外した。残りの 7 都市を
対象として、分析を行った。）都市によって、いくつの中央卸売市場が存在するので、扱うデータ
はその全ての中央卸売市場の統計である。 
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5.1 中央卸売市場におけるマグロ取扱量と卸売価格の現状 
 
5.1.1 マグロの取扱量 
 
各都市の中央卸売市場の年間取扱量を表 6.1 に示す。 
マグロのトータル取扱量については、2006 年のデータを見てみると、全国の中で、東京が年間
18230t で、2 位である大阪がわずか 2487t である。東京はその 7.3 倍ぐらいで、全国取扱量の 63.3％
を占めており、圧倒的に多いことが分かる。次に、名古屋、横浜、札幌、仙台と神戸の順番で、
神戸が 325t で極端に尐ないほか、それ以外の都市には大きい差がないとみられる。 
 4 年間で見ると、上位の三位である東京、大阪と名古屋は変わらない。東京都中央卸売市場は
圧倒的に多いことは間違いない。 
      表 5.1 マグロ年間取扱量                  単位：t/年 
 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
生鮮・冷凍別で見ると、順位が変わってくる。 生鮮だけだと、札幌は 962kg で名古屋、横浜を
抜いての 3 位となっている。そして、横浜が 4 位で、名古屋が 5 位となっている。冷凍はトータ
ルの順位にほとんど変わらない。(表 6.2 と表 6.3) 
表 5.2 生鮮マグロ年間取扱量                単位：t/年 
 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 21380 ① 21,007 ① 20,410 ① 18,230
大阪 ② 2634 ② 2,789 ② 2,925 ② 2,487
名古屋 ③ 2010 ③ 2,222 ③ 2,285 ③ 2,204
横浜 ⑤ 1774 ④ 2,093 ④ 2,187 ④ 1,785
札幌 ⑥ 1665 ⑥ 1,781 ⑤ 1,704 ⑤ 1,291
仙台 ④ 1816 ⑤ 2,001 ⑥ 1,466 ⑥ 1,285
神戸 ⑦ 358 ⑦ 422 ⑦ 406 ⑦ 325
都市
2004年 2005年 2006年2003年
順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 4670 ① 5632 ① 5812 ① 4,986
大阪 ② 1255 ② 1502 ② 1464 ② 1,048
名古屋 ⑤ 872 ⑤ 1163 ⑤ 1169 ④ 945
横浜 ④ 886 ④ 1178 ④ 1185 ④ 945
札幌 ③ 1163 ③ 1313 ③ 1281 ③ 962
仙台 ⑥ 867 ⑥ 1012 ⑥ 860 ⑥ 624
神戸 ⑦ 168 ⑦ 273 ⑦ 246 ⑦ 176
都市
2004年 2005年 2006年2003年
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表 5.3 冷凍マグロ年間取扱量                単位：t/年 
 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
図 5.1は各都市の中央卸売市場が取扱量に占めるマグロの生鮮と冷凍の割合を示している。 東
京は生鮮マグロが 3 割未満に対し、冷凍マグロが 7 割以上占めている。それと正反対なのは札幌
である。そのほかの都市は 4：6 か 6：4 の割合で取扱っていることがわかった。その中、大阪、
名古屋と仙台の取扱量は冷凍マグロが生鮮マグロより多く、横浜、札幌と神戸の取扱量は生鮮マ
グロのほうが多い。 
 
図 5.1 扱う生鮮マグロと冷凍マグロの割合 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
次に、年間の変動を見てみよう。2003 年～2006 年の各都市の卸売市場の年間取扱量を生鮮マグ
ロと冷凍マグロ別で、図 5.2 と図 5.3 に示す。 
データ数が尐なくて、正確に言えないが、この 4 年間で、生鮮マグロについては、東京以外の
都市では、毎年の取扱量が減尐していて、2006 年が一番尐ないことが分かる。これに対し、冷凍
マグロについては、東京以外明確な変化が見られない。 
 
 
順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量 順位 取扱量
東京 ① 16710 ① 15,375 ① 14,598 ① 13,244
大阪 ② 1379 ② 1,288 ② 1,461 ② 1,439
名古屋 ③ 1138 ③ 1,059 ③ 1,116 ③ 1,259
横浜 ⑤ 888 ⑤ 916 ④ 1,002 ④ 840
札幌 ⑥ 502 ⑥ 468 ⑥ 423 ⑥ 329
仙台 ④ 949 ④ 989 ⑤ 606 ⑤ 661
神戸 ⑦ 190 ⑦ 149 ⑦ 160 ⑦ 149
2003年
都市
2004年 2005年 2006年
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図 5.2 中央卸売市場生鮮マグロ取扱量 
  資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
図 5.3 中央卸売市場冷凍マグロ取扱量 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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5.1.2 マグロの卸売価格 
 
 次に、月平均卸売価格を見てみよう。この 4 年間で、生鮮マグロでも、冷凍マグロでも、2006
年の卸売価格が一番高いことが分かる。また、マグロは生鮮と冷凍別で、卸売価格の順位が異な
る。例えば、2006 年のデータで、東京の月平均卸売価格は、生鮮マグロが 3289 円で、7 都市中の
首位であるが、冷凍マグロが 2552 円で 6 位である。また、基本的に冷凍マグロの卸売価格が生鮮
マグロより高いが、東京と仙台は生鮮マグロのほうが高い。(表 5.4、表 5.5) 
表 5.4 生鮮マグロ月平均卸売価格    単位：円/kg 
 
      資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
表 5.5 冷凍マグロ月平均卸売価格    単位：円/kg 
 
      資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格
東京 ① 3,037 ① 2,836 ① 2,798 ① 3,289
大阪 ③ 2,934 ② 2,616 ③ 2,546 ③ 3,017
名古屋 ⑥ 2,582 ⑤ 2,330 ⑦ 2,226 ⑦ 2,530
横浜 ⑤ 2,714 ⑥ 2,290 ⑥ 2,359 ⑥ 2,661
札幌 ④ 2,763 ④ 2,439 ④ 2,502 ④ 2,923
仙台 ⑦ 2,368 ⑦ 2,184 ⑤ 2,371 ⑤ 2,852
神戸 ② 3,004 ③ 2,556 ② 2,612 ② 3,036
2005年 2006年2004年2003年
都市
順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格 順位 卸売価格
東京 ⑥ 2,269 ⑥ 2,303 ⑤ 2,285 ⑥ 2,552
大阪 ① 3,112 ① 3,273 ⑥ 2,156 ① 3,471
名古屋 ② 3,048 ③ 2,900 ① 2,917 ③ 3,296
横浜 ⑤ 2,653 ④ 2,611 ④ 2,575 ④ 3,109
札幌 ③ 2,793 ⑤ 2,522 ③ 2,613 ⑤ 3,106
仙台 ⑦ 1,524 ⑦ 1,760 ⑦ 1,914 ⑦ 2,003
神戸 ④ 2,690 ② 2,925 ② 2,625 ② 3,410
都市
2004年 2005年 2006年2003年
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6 マグロ取扱量・卸売価格の変動とそれらの関係 
 
6.1 マグロの取扱量と卸売価格の変動 
 
取扱量と卸売価格の変動を見るためには、7 都市 4 年間月平均のデータを見てみてみよう。 
 まず、扱い量を見てみる。生鮮マグロだと、取扱量は 7 月が一番多く、次が 12 月も尐し多い、
これは正月に需要が多いからと考えられる。これに対して、冷凍マグロの取扱量が 12 月に一番多
く、次が 3 月あたりである。これについては、冷凍マグロは調整ができるので、需要量が一番多
い正月あたりに出していると考えられる。卸売価格については、生鮮マグロの変動は激しく周期
性があって、7 月あたりが安く、ほかの時期が高い。生鮮マグロの卸売価格は取扱量が多いと安
くなり、取扱量が尐なくなったら高くなるという傾向がみられ、取扱量と卸売価格と直接に影響
されているのがわかる。冷凍マグロの卸売価格は生鮮マグロと違って、周期性がなく、比較的に
穏やかに変動していて、徐々に上がっていて、2006 年が一番高いと見られる。また、取扱量と卸
売価格の明確な関係性が見られない。 
 (図 6.1～図 6.7) 
 
図 6.1 東京都中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.2 大阪市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.3 名古屋市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.4 横浜市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.5 札幌市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.6 仙台市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.7 神戸市中央卸売市場取扱量及び卸売価格 
   資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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6.2 東京都中央卸売市場におけるマグロ種類別の価格変動 
 
 東京都中央卸売市場のデータを例として、マグロの種類別の価格変動を見てみると、変動が尐
し変わってくる。国内生鮮マグロの場合は、7 月あたりに安く、周期性が見られるが、輸入生鮮
マグロの場合は、このような規律は見られない。マグロについては、穏やかなな変動である。 
 各都市の卸売市場のマグロ種類別のデータがないため、今回トータルなデータで分析を行った。 
 
     図 6.8 東京都中央卸売市場における国内生鮮マグロ種類別価格変動 
   資料：東京都中央卸売市場 市場取引情報を基に作成 
 
 
     図 6.9 東京都中央卸売市場における輸入生鮮マグロ種類別価格変動 
   資料：東京都中央卸売市場 市場取引情報を基に作成 
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     図 6.10 東京都中央卸売市場における冷凍マグロ種類別価格変動 
   資料：東京都中央卸売市場 市場取引情報を基に作成 
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6.3 マグロの取扱量と卸売価格の関係 
 
各都市の中央卸売市場におけるマグロの取扱量と卸売価格の関係を正確に見るために、各地の
月ごと取扱量及び月平均卸売価格とそれぞれの年間平均値の比で分析を行った。ここで、2003 年
～2006 年 4 年間のデータで作られたグラフを図 7.8 と図 7.9 に示す。 
 
図 6.11 2003 年～2006 年生鮮マグロ月取扱量と月平均卸売価格の関係 
     資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.12 2003 年～2006 年冷凍マグロ月取扱量と月平均卸売価格の関係 
      資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
  生鮮マグロだと、基本的に取扱量が増加するとともに、卸売価格が安くなるのがわかる。デ
ータによると、12 月あたりに取扱量も卸売価格も上がっている現象があるが、それは、正月に近
いので、需要量が増えたのが原因と考えられる。これに対して、冷凍マグロの取扱量と卸売価格
の関係性が全く見られない。 
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6.4 生鮮マグロと冷凍マグロの卸売価格の関係 
 
6.4.1 相関について 
 
相関係数とは、2 つの確率変数の間の類似性の度合いを示す統計学的指標である。相関係数は、
-1 から 1 の間の実数値をとり、1 に近いときは 2 つの確率変数には正の相関があるといい（X
も Y も増加（減尐）する）、-1 に近ければ負の相関があるという（X が増加すると Y が減尐す
る）。 (18)絶対値が大きくなるほど相関が強い、散布図を描くと直線に近い形になる。一方、絶対
値が小さくなるほど相関が弱い、散布図を描くと全体にばらついてしまう。つまり、絶対値が大
きいほうは関係性が強い、弱いほうは関係性が小さいと言える。 
 
6.4.2 生鮮マグロと冷凍マグロの卸売価格の関係 
 
 以上の現状を見た上で、生鮮マグロと冷凍マグロの間に卸売価格の関係を見てみよう。(図 6.10
～図 6.16)  
 
図 6.13 東京都中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.14 大阪市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.15 名古屋市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.16 横浜市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.17 札幌市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
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図 6.18 仙台市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 
図 6.19 仙台市中央卸売市場生鮮と冷凍の価格関係 
資料：農林水産省 消費地水産物流通調査を基に作成 
 
 これらのグラフから、生鮮マグロと冷凍マグロには直接の関係がないことが分かった。また、
冷凍マグロの変動幅が 1000 円/kg～1500 円/kg ぐらいに対して、生鮮マグロは 2000 円/kg～3000
円/kg ぐらいである。つまり、生鮮マグロの卸売価格変動が激しいことが言える。 
 東京、仙台のグラフには、値がほとんど斜線の下にある。ということは、生鮮マグロの卸売価
格が冷凍マグロより高いことがわかった。それに対して、大阪、名古屋、横浜、札幌と仙台は冷
凍マグロのほうが高い。生鮮マグロと冷凍マグロの卸売価格については、どちらかが高いかは市
場によって、変わってくる。 
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7 出荷方法の検討 
 
7.1 検討する概要 
 
 以上のマグロの取扱量と卸売価格の現状について分析を行った結果については、マグロの卸売
価格は市場によって異なる。また、同じ市場であっても、年間を通して、かなり変動している。
したがって、卸売業者の立場から、高く売れる市場に、一番高く売れる方法で出荷すべきである。
ここで、利益を高めるための出荷方法を検討する。 
 第 1 章で述べたように、収益を検討するにあたって、三つの方法の中、今回は、利益最大化と
リスク最小化について、どの市場に出荷すれば、利益が最大になるかと生鮮と冷凍をどの割合で
出荷すれば、リスクを最小になるかを検討する。リスク最小化の場合については、今回、同じ市
場内に取扱う生鮮と冷凍の割合を検討する。 
 
7.2 ポートフォリオの説明 
 
 ポートフォリオとは他種類の商品を取り扱っている企業が期待収益の総和を最大化するだけで
はなく、リスクも回避しながら、安定的に収益を獲得していくために、戦略的観点から経営資源
の配分が最も効率的、効果的、高利益的となる商品相互の組み合わせを決定するための経営分析・
管理方法である。(18)ここでは、マグロの卸売業者は取扱う生鮮・冷凍マグロや出荷市場の組み合
わせを決定する出荷方法のコトを示す。 
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7.3 利益最大化の検討 
 
7.3.1 利益最大化の検討する概要 
 
生鮮マグロ及び冷凍マグロの卸売価格は、卸売市場によって大きく異なっている。したがって、
何処の卸売市場に出荷するかによって卸売業者の収入は大きく異なる。しかし、出荷に係る輸送
費用等の支出が多ければ結果として利益は尐なくなる。そこでマグロの出荷に係る支出を考慮し、
卸売業者の利益が最大となるマグロの市場への出荷方法を検討する。 
下記の項目に関して検討する。 
(1)マグロを出荷する卸売市場の決定 
(2)生鮮及び冷凍マグロの出荷量（仕入量）の決定 
 
7.3.2 仮定 
 
ここでは次のような仮定を設ける。 
(1)卸売業者は、1 年に 1 回だけ生鮮マグロと冷凍マグロを自己資金内で仕入れる。 
(2)生鮮及び冷凍マグロともに必ず必要な量だけ仕入れることが出来る。 
(3)卸売市場に出荷したマグロは必ず競りで売られ、売れ残りは生じない。 
(4)マグロの卸売価格や仕入価格は一定で既知とする。 
(5) 冷凍倉庫と中央卸売市場の距離は一定である(ヒアリングによるデータを用いる。) 
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7.3.3 対象とするマグロの流通経路 
 
図 7.1 にマグロの流通経路を示す。図中の実線が生鮮マグロの流通経路を表し、破線が冷凍マ
グロの流通経路を表す。 
生鮮マグロは空輸により成田空港まで運ばれた後、直接、卸売市場に出荷される。また、冷凍
マグロは船舶により国内漁港に水揚げされた後、近隣の冷凍倉庫で保管された後、中央卸売市場
に出荷される。 
 
 
図 7.1 マグロの流通経路 
             資料：筆者作成 
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7.3.4 定式化 
 
○目的関数 
卸売業者の年間の総利益は次の式によって求めることが出来る。 
    


SHIi
iiiiii CWCWP 222111     （最大化） ・・・式 7.1 
P ：総利益[円/年] 
W1：生鮮マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
μ1：生鮮マグロの卸売価格[円/kg] 
C1：生鮮マグロの出荷単価[円/kg] 
W2：冷凍マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
μ2：冷凍マグロの卸売価格[円/kg] 
C2：冷凍マグロの出荷単価[円/kg] 
SHI：卸売市場の集合 
 
○制約条件 
次にこの問題において満たすべき制約条件は次のとおりである。 
 
SHIiWW
WCWCRES
ii
SHIi
iiii

 

,02,1
2211
             ・・・式 7.2
 
RES：卸売業者の自己資金[円/年] 
C1：生鮮マグロの出荷単価[円/kg]、W1：生鮮マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
C2：冷凍マグロの出荷単価[円/kg]、W2：冷凍マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
 
7.3.5 計算に使われるデータ 
 
 ここでは、2006 年のマグロ卸売価格とヒアリングによる情報に基づいて、全国各都道府県にあ
る 32 ヶ所の主要な港から各中央卸売市場までの陸上距離を考慮し、計算した 
流通経費を使用し、下記の表で販売利益の計算を行う。 
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7.3.6 計算結果 
 
 下記の表は、仙台県にある港の場合、各中央卸売市場におけるマグロの出荷量が 1kg の時利益
と経費を示している。 
         表 7.1 仙台県にある港における販売利益の算出 
 
        資料：筆者作成 
 
  この表から、大阪市中央卸売市場で冷凍マグロを出荷利益が 2847 円で一番多いことがわかっ
た。したがって、大阪市中央卸売市場に全部冷凍マグロで出荷すれば、最大な利益を得られると
考えられる。 
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 そして、卸売業者の利益が最大となるマグロの市場への出荷方法の計算結果は下図のような結
果となった。 
         表 7.2 仙台県の漁港における最大利益の出荷方法 
 
          資料：筆者作成 
 
 この図から、大阪市中央卸売市場ではなく、1kg 当たりの利益が 4 位である仙台市中央卸売市
場に全部冷凍マグロで出荷することによって、5.53 億円ぐらいの最大な利益を得られるという結
果となった。なぜかというと、今回の設定で、使える資金が限られている。大阪の 1kg あたりの
利益が高いが、コストが 624 円/kg で、513 円/kg である横浜より高い。１kg 当たりのコストが低
ければ、たくさん仕入れができるので、横浜市中央卸売市場のほうがたくさん仕入れることが分
かる。トータルで考えると、この結果となった。 
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 表 7.3 は 32 ヶ所の港の検討結果を示している。 
     表 7.3 最大利益の出荷方法 
 
     資料：筆者作成 
 
 第 5 章で東京都中央卸売市場の取扱量が多いと述べたが、利益最大化の検討結果をみると、どの
港においても、東京都中央卸売市場は最適な港ではなかった。 
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7.4 利益最大化検討結果においての市場卸価格への影響 
 
今回の研究対象は取引において、現状マグロ卸売価格の変動に影響を与えない中小企業です。
したがって、利益最大化の検討結果における、最適な出荷方法をする場合、各都市中央卸売市場
に影響を与えるかどうかの確認を行ってみた。 
 利益最大化の検討において、全て冷凍マグロで出荷したほうが望ましいとなっているので、検
討結果通りに出荷した場合の M 水産会社取扱量と各都市中央卸売市場の冷凍マグロ取扱量と比
較した。(表 7.4) 
東京都以外の中央卸売市場のマグロ取扱量はかなり尐ないため、全て冷凍マグロで出荷すると、
市場においての卸売価格にかなりの影響を与えてしまうので、全てのマグロ取扱量を一つの市場
に出荷することではなく、分散していくつかの市場に出荷したほうがいいと考えられる。今後さ
らに厳密な検討が必要となる。 
表 7.4 検討における M 水産会社の仕入れ量と各中央卸売市場の年間取扱量の比較 
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7.5 リスク最小化の検討 
 
7.5.1 リスク最小化の検討する概要 
 
卸売価格は大きく変動しており、卸売市場において安値で売買されればマグロの仕入価格を下
回ることになり、卸売業者にとって大きな損失となる。そこでこの卸売価格の変動リスクを最小
限にするマグロの市場への出荷方法を検討する。 
ここでは、相関係数が使われる。各市場の生鮮マグロと冷凍マグロの相関係数を求め、その相
関係数が-1 に近ければ、近いほど、生鮮と冷凍の割合をうまく調整することよって、リスクがゼ
ロに近づける。 
また、ポートフォリオの公式により、リスク最小の生鮮と冷凍の割合を算出する。 
下記の項目に関して検討する。 
(1)マグロを出荷する卸売市場の決定 
(2)生鮮及び冷凍マグロの仕入量の決定 
 
7.5.2 仮定 
 
仕入等の取引条件が不明なため、ここでは次のような仮定を設ける。 
(1)卸売業者は、1 年に 1 回だけ生鮮マグロと冷凍マグロを自己資金内で仕入れる。 
(2)卸売業者は仕入れたマグロを毎日、一定量、一箇所の卸売市場に出荷する。 
(3)卸売市場に出荷したマグロは必ず競りで売られ、売れ残りは生じない。 
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7.5.3 対象とするマグロの流通経路 
 
図 7.2 にマグロの流通経路を示す。図中の実線が生鮮マグロの流通経路を表し、破線が冷凍マ
グロの流通経路を表す。 
生鮮マグロは空輸により成田空港まで運ばれた後、直接、卸売市場に出荷される。また、冷凍
マグロは船舶により国内漁港に水揚げされた後、近隣の冷凍倉庫で保管された後、中央卸売市場
に出荷される。 
 
図 7.2 マグロの流通経路 
            資料：筆者作成 
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7.5.4 定式化 
 
卸売業者がある卸売市場に生鮮及び冷凍マグロを出荷した際の年間の総利益は次の式によって
求めることが出来る。 
2211 PWPWP                     ・・・式 7.3 
P ：総利益[円/年] 
W1：生鮮マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
P1：生鮮マグロの 1kg あたりの期待利益[円/kg] 
W2：冷凍マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
P2：冷凍マグロの 1kg あたりの期待利益[円/kg] 
 
また、ある卸売市場に出荷した際のマグロの 1kg あたりの期待利益は次の式によって求めるこ
とが出来る。 
 
生鮮マグロの 1kg あたりの期待利益（P1[円/kg]） 
＝ 卸売価格 － 仕入価格 － 空港までの輸送費用 － 市場までの輸送費用 
 ＝ 卸売価格（μ1[円/kg]） － 出荷単価（C1[円/kg]） 
 
冷凍マグロの 1kg あたりの期待利益（P2[円/kg]） 
 ＝ 卸売価格 － 仕入価格 － 港までの輸送費用 － 冷凍倉庫までの輸送費用 
   － 冷凍倉庫での保管費用 － 市場までの輸送費用 
 ＝ 卸売価格（μ2[円/kg]） － 出荷単価（C2[円/kg]） 
 
次にこの問題において満たすべき制約条件は次のとおりである。 
21
1
2211
min
WW
W
W
WCWCRES



                 ・・・式 7.4
 
RES：卸売業者の自己資金[円/年] 
C1：生鮮マグロの出荷単価[円/kg]、W1：生鮮マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
C2：冷凍マグロの出荷単価[円/kg]、W2：冷凍マグロの出荷量（仕入量）[kg/年] 
 
Wminは卸売価格の変動リスクを最小とする生鮮マグロの割合で、下記の式によって求めること
が出来る。 
 
 
21
2
2
2
1
21
2
2
min
2 



W
              ・・・式 7.5
 
σ1：生鮮マグロの卸売価格の標準偏差[円/kg] 
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σ2：冷凍マグロの卸売価格の標準偏差[円/kg] 
ρ：生鮮及び冷凍マグロの卸売価格の相関係数 
 
また、Wmin の場合の分散（あるいは標準偏差）は下記の式によって求めることが出来る。この
式における w が Wminである。 
    21
2
2
22
1
22 121   wwww     ・・・式 7.6 
w ：卸売価格の変動リスクを最小とする生鮮マグロの割合（Wmin） 
σ1：生鮮マグロの卸売価格の標準偏差[円/kg] 
σ2：冷凍マグロの卸売価格の標準偏差[円/kg] 
ρ：生鮮及び冷凍マグロの卸売価格の相関係数 
 
○前提条件 
各卸売市場における卸売価格の平均と分散（あるいは標準偏差） 
生鮮マグロと冷凍マグロの卸売価格の相関係数 
生鮮マグロと冷凍マグロの出荷費用 
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7.5.5 計算結果 
 
 総利益と卸売価格の標準偏差から下記のような図を作成した。 
 各都道府県の港の結果を見てみよう。図 7.3～図 7.34 に示す。 
 
北海道と青森にある港の場合については、標準偏差は神戸、名古屋、横浜、大阪が比較的に低
く、リスクが尐なく、収益を得られる。利益は札幌が比較的に多く、安定している。トータルで
見ると、札幌はある程度リスクがあるが、他の中央卸売市場より圧倒的に利益をたくさん得られ
る。したがって、北海道、青森県の港で水揚されたマグロは北海道中央卸売市場に出荷したほう
が最適だと思われる。(図 7.3、図 7.4) 
 
図 7.3 2003 年～2006 年北海道の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
資料：筆者作成 
 
 
図 7.4 2003 年～2006 年青森県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
    資料：筆者作成 
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岩手、宮城、秋田、山形にある港については、標準偏差は東京、神戸、名古屋、横浜、大阪が
比較的に低く、リスクが尐なく、収益を得られる。利益は東京、横浜、名古屋、神戸、大阪、札
幌は比較的に多いが、大阪の変動が大きすぎ、札幌のリスクが大きい。トータルで見ると、東京、
横浜のほうはリスクが尐ない、安定して、高い利益が得られる。また、札幌はある程度リスクが
あるが、他の中央卸売市場より圧倒的に利益をたくさん得られる。したがって、岩手県、宮城県、
秋田県、山形県の港で水揚されたマグロは東京都中央卸売市場、横浜市中央卸売市場、札幌市中
央卸売市場に出荷したほうが最適だと思われる。(図 7.5～図 7.8) 
 
図 7.5 2003 年～2006 年岩手県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差  
    資料：筆者作成 
 
 
図 7.6 2003 年～2006 年宮城県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.7 2003 年～2006 年秋田県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.8 2003 年～2006 年山形県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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 福島、茨城、千葉、東京、神奈川、新潟、静岡にある港については、標準偏差は東京、神戸、
名古屋、横浜、大阪が比較的に低く、リスクが尐なく、収益を得られる。利益は東京、横浜、名
古屋、神戸、大阪、札幌は比較的に多いが、大阪の変動は大きすぎ、札幌のリスクが大きい。ト
ータルで見ると、東京、横浜、名古屋、神戸のほうはリスクが尐ない、安定して、高い利益が得
られる。したがって、福島県、茨城県、千葉県、東京県、神奈川県、新潟県の港で水揚されたマ
グロは東京都中央卸売市場、横浜市中央卸売市場、名古屋市中央卸売市場、神戸市中央卸売市場
に出荷したほうが最適だと思われる。(図 7.9～図 7.14、図 7.18) 
 
図 7.9 2003 年～2006 年福島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.10 2003 年～2006 年茨城県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.11 2003 年～2006 年千葉県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.12 2003 年～2006 年東京都の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.13 2003 年～2006 年神奈川県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.14 2003 年～2006 年新潟県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.18 2003 年～2006 年静岡県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 富山、石川、福井、三重、京都、和歌山、鳥取、島根、徳島、愛媛、高知にある港の場合につ
いては、標準偏差は東京、神戸、名古屋、横浜、大阪が比較的に低く、リスクが尐なく、収益を
得られる。利益は大阪、神戸、名古屋、横浜、東京は比較的に多いが、大阪の変動は大きすぎる。 
 トータルで見ると、大阪、神戸、名古屋のほうはリスクが尐ない、安定して、高い利益が得ら
れる。したがって、富山県、石川県、福井県、三重県、京都府、和歌山県、鳥取県、島根県、徳
島県、愛媛県、高知県の港で水揚されたマグロは大阪市中央卸売市場、神戸市中央卸売市場、名
古屋市中央卸売市場、横浜市中央卸売市場、東京都中央卸売市場に出荷したほうが最適だと思わ
れる。(図 7.15～図 7.23、図 7.25～図 7.27) 
 
図 7.15 2003 年～2006 年富山県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.16 2003 年～2006 年石川県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.17 2003 年～2006 年福井県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.19 2003 年～2006 年三重県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.20 2003 年～2006 年京都府の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.21 2003 年～2006 年和歌山県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.22 2003 年～2006 年鳥取県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.23 2003 年～2006 年島根県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.25 2003 年～2006 年徳島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.26 2003 年～2006 年愛媛県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.27 2003 年～2006 年高知県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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 山口、福岡、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄にある港の場合については、標準偏差は
東京、神戸、名古屋、横浜、大阪が比較的に低く、リスクが尐なく、収益を得られる。利益は大
阪、広島、福岡、神戸、名古屋は比較的に多いが、大阪、広島と福岡の変動は大きすぎる。トー
タルで見ると、大阪、神戸、名古屋のほうはリスクが尐ない、安定して、高い利益が得られる。
したがって、山口県、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の港で水揚
されたマグロは大阪市中央卸売市場、神戸市中央卸売市場、名古屋市中央卸売市場に出荷したほ
うが最適だと思われる。(図 7.24、図 7.28～図 7.34) 
 
図 7.24 2003 年～2006 年山口県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.28 2003 年～2006 年福岡県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.29 2003 年～2006 年長崎県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.30 2003 年～2006 年熊本県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.31 2003 年～2006 年大分県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.32 2003 年～2006 年宮崎県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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図 7.33 2003 年～2006 年鹿児島県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
 
 
図 7.34 2003 年～2006 年沖縄県の港における各都市卸売市場の総利益と卸売価格の標準偏差 
   資料：筆者作成 
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 リスク最小化の検討結果をまとめると、表 7.4 のようである。 
 
 表 7.4 リスク最小化検討結果 
 
     資料：筆者作成 
 
 青森以外の東日本は東京都中央卸売市場に出荷し、西日本は大阪に出荷したほうが最適である
結果となった。しかし、ヒアリングによると、現状、全国において、多くのマグロ卸売業者は清
水港で水揚げされ、東京都中央卸売市場に出荷している。したがって、西日本に関しては、他の
地域の漁港を利用し、それに最適な中央卸売市場に出荷したほうが、マグロ卸売業者にとっては、
より高い収益が得られると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
79 
 
 現状、卸売業者は清水港で水揚げし、東京都中央卸売市場に出荷した場合の利益を今回の検討
を基に概算して見ると、約年間 455 百万円の利益が得られる。検討結果の利益と比較すると、関
西、四国地域は各自近くの漁港を利用し、大阪市中央卸売市場に出荷したほうが、現状より良い
利益が得られると考えられる。(表 7.5) 
   表 7.5 各港から最適な市場への出荷による利益 
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8 終わりに 
 
8.1 研究結果 
 
今回の調査を行うことにより、マグロの流通は従来の単純な市場経由流通から、多チャンネル
な市場外流通に変化していることが明確となった。また、マグロ資源が尐なくなってきたため、
養殖マグロが増えって行く傾向が見られる。しかし、このような市場外流通には、膨大な資金が
必要となる。そのため、大手水産会社・量販店しか対応できない。これは、資金の尐ない中小企
業にはかなり悪化な環境になる原因だと考えられる。 
今回の分析を行い、生鮮マグロの取扱量と卸売価格の変動が激しく、規律があるに対して、冷
凍マグロは穏やかであることがわかった。また、生鮮マグロの卸売価格は取扱量の増加に伴い減
尐し取扱量の減尐に伴い増加という特徴があるに対して、冷凍マグロの卸売価格と取扱量の関係
性が見られない。 
更に、利益検討の結果については、全ての地域にとって、東京都中央卸売市場は最適ではない
が、実際に取扱量は他の市場より圧倒的に多いことがわかった、原因としては、東京の需給が多
いと考えられる。需要が多ければ、出荷量が多い、コストも抑えられるし、利益も高めるという
ことを思われる。 
 
8.2 今後の課題 
 
 今回の検討は、かなり単純な設定であった。今回に用いたデータは各都市にあるいくつかの中
央卸売市場の総計で、費用については、ヒアリングによる情報を単純に距離と重量で割って、計
算したものであり、市場から小売店舗までの流通コスト等を含めていない。さらに実態に即した
分析を行うには、各都市の中央卸売市場を確定し、卸売市場までの流通経路を明確する必要があ
る。また、詳しい費用の調査も行わなければいけない。今回の分析に使われた卸売価格は月平均
のものだったので、実際、毎日の卸売価格はもっと変動している可能性がある。可能であれば、
日々の卸売価格を入手し、もっと精密な分析を行うべきである。また、生鮮マグロの卸売価格の
変動は周期性があるので、その周期性を考慮した出荷方法の検討も有効と考えられる。そして、
今回のデータは国内か輸入か、マグロの種類を分けていなかったので、今後、それぞれの特徴に
ついても、分析を行うのが必要となる。 
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